
平
成
二
十
二
年
十
月
二
日
か
ら
十
一
月
二
十
七

日
ま
で
、
日
本
近
代
文
学
館
特
別
展
「
草
創
期
の

メ
デ
ィ
ア
に
生
き
て
山
田
美
妙
没
後
Ⅲ
年
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
山
田
美
妙
が
遺
し
た

多
数
の
自
筆
資
料
、
諸
家
の
書
簡
、
旧
蔵
書
な
ど

は
、
日
本
近
代
文
学
館
（
塩
田
良
平
文
庫
）
、
立

命
館
大
学
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
（
本
間

久
雄
文
庫
）
に
三
分
さ
れ
て
個
別
に
所
蔵
さ
れ
て

き
た
。
本
展
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
を
加
え

た
四
館
合
同
の
資
料
展
と
い
う
形
で
、
は
じ
め
て

こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
が
一
堂
に
会
し
、
美
妙
の

全
体
像
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
は
そ
の
図

録
で
あ
る
。
編
集
責
任
は
十
川
信
介
氏
、
編
集
委

員
は
青
木
稔
弥
氏
・
谷
川
惠
一
氏
・
中
川
成
美
氏

・
宗
像
和
重
氏
・
山
田
俊
治
氏
。

山
田
美
妙
は
現
在
、
二
葉
亭
四
迷
と
並
ぶ
言
文

一
致
体
小
説
の
創
始
者
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
に
留

〔
新
刊
紹
介
〕

「
草
創
期
の
メ
デ
ィ
ア
に
生
き
て
山
田
美
妙
没
後
剛
年
」
展
編
集
委
員
編

『
日
本
近
代
文
学
館
特
別
展
「
草
創
期
の
メ
デ
ィ
ア
に
生
き
て

山
田
美
妙
没
後
伽
年
」
展
図
録
』

武
田
悠
希

ま
っ
て
い
る
が
、
本
書
は
、
展
示
と
同
様
の
五
部

構
成
を
取
り
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
の
中
に
生

き
た
山
田
美
妙
と
い
う
作
家
の
多
様
な
業
績
を
紹

介
し
て
い
る
。

「
第
１
部
詩
人
美
妙
」
（
担
当
青
木
稔
弥

氏
）
は
、
幼
少
期
、
学
校
時
代
の
漢
詩
菱
や
書
画

な
ど
と
と
も
に
、
新
体
詩
関
係
の
資
料
を
紹
介
す

る
。
「
第
Ⅱ
部
流
行
作
家
美
妙
」
（
担
当
山
田

俊
治
氏
）
は
、
多
様
な
題
材
に
取
り
組
み
流
行
作

家
と
な
っ
た
明
治
二
十
年
か
ら
二
十
七
年
頃
に
か

け
て
の
資
料
を
紹
介
す
る
。
「
第
Ⅲ
部
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
か
ら
『
あ
ぎ
な
る
ど
』
へ
」
（
担
当
中
川
成

美
氏
）
は
、
女
性
関
係
の
醜
聞
記
事
を
き
っ
か
け

に
、
人
気
絶
頂
か
ら
一
転
し
て
小
説
執
筆
の
場
を

失
い
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
戦
争
に
関
心
を
抱
い
て

『
あ
ぎ
な
る
ど
」
を
著
す
明
治
三
十
六
年
頃
ま
で

の
資
料
を
扱
う
。
「
第
Ⅳ
部
日
本
語
学
者
美

妙
」
（
担
当
宗
像
和
重
氏
）
は
、
日
本
語
学
者
、
辞

典
編
纂
者
と
い
う
面
に
焦
点
を
当
て
、
美
妙
が
世

に
出
し
た
多
彩
な
辞
書
や
、
そ
れ
ら
の
編
纂
過
程

を
物
語
る
資
料
を
示
す
。
そ
し
て
「
第
Ｖ
部
復

活
へ
の
執
念
」
（
担
当
谷
川
惠
一
氏
）
は
、
醜
聞
を

機
に
文
壇
外
に
追
い
や
ら
れ
た
後
の
新
聞
小
説
、

ま
た
日
露
戦
争
を
は
さ
ん
で
歴
史
小
説
、
笑
え
な

い
滑
稽
小
説
へ
と
展
開
す
る
晩
年
ま
で
の
草
稿
や

書
簡
、
原
稿
な
ど
の
資
料
を
提
示
し
て
い
る
。

多
岐
に
わ
た
る
美
妙
資
料
を
、
そ
の
生
涯
を
追

い
つ
つ
紹
介
す
る
本
書
は
、
美
妙
の
全
体
像
と
と

も
に
、
明
治
期
の
メ
デ
ィ
ア
の
様
相
を
伝
え
て
お

り
、
美
妙
研
究
だ
け
で
な
く
、
草
創
期
の
近
代
文

学
と
メ
デ
ィ
ア
の
実
態
の
捉
え
直
し
に
寄
与
す
る

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は

展
示
資
料
目
録
が
付
さ
れ
て
お
り
、
資
料
探
索
文

献
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ

の
資
料
展
を
き
っ
か
け
に
美
妙
著
作
の
大
部
分
を

収
め
る
『
山
田
美
妙
集
』
の
企
画
が
進
み
、
二
○

一
二
年
春
、
臨
川
書
店
よ
り
刊
行
開
始
の
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

（
臨
川
書
店
、
平
成
二
十
二
年
十
月
、
三
十
頁
、

本
体
価
格
一
五
○
○
円
十
税
）

（
た
け
だ
．
ゆ
き
本
学
博
士
前
期
課
程
）
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